
今週のプログラム

次週のプログラム
 9 月 7 日（水）　　会員スピーチ

「堀川遊覧について」
社会福祉法人 湖北ふれあい

理事長　福田正明氏

 8 月31日（水）　　会員スピーチ

「 『松江堀川魅力アップ大作戦』と 
創立70周年記念例会についての事前説明」

佐藤尚士会長 
後藤　勇実行委員長
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第 3363 回例会（令和 4 年 8 月31日・水）

会 務 報 告

佐藤会長
●  ゲストスピーカー紹介

佐陀神能保存会 会長　　　　　　
佐太神社権禰宜　石
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●  衛星クラブ紹介

勝谷有史議長、桑原正樹会員
●  8月8日（月）水郷祭翌朝清掃参加お礼

田中幹事
●  8月8日（月）水郷祭翌朝清掃参加お礼
●  8月31日（水）通常例会

（30日（火）松江4クラブ合同例会中止の為、例会
変更を元に戻し開催）

●  9月11日（日）堀川清掃について31日の例会で事前
説明をします。
汚れてもかまわない服装と靴または長靴で参加し
てください。　
堀川へ入るのは20人程度です。

委 員 会 報 告
●  親睦・出席委員会 高梨委員長

出席報告
●  公共イメージ委員会 中司副委員長

ロータリーの友8月号の紹介

プ ロ グ ラ ム
「佐陀神能の継承」

佐陀神能保存会 会長　　　　　　
佐太神社権禰宜　石
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●例会変更のお知らせ
月　　日 クラブ名 受付場所

9 月 1 日（木） 松 江 東 ホテル一畑
9 月20日（火） 松江しんじ湖 ホテル一畑
9 月22日（木） 松 江 東 ホテル一畑

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため状況により急遽
変更（ビジター受付なし）もございますので事前に事務局
へ確認願います。

9月 7 日（水） 定例理事会
9月11日（日）  地区補助金「松江堀川魅力アップ大作戦」

堀川の藻狩り作業　10：00〜12：00
 直会ならびに新入会員歓迎会 14：30〜
9月14日（水） 創立70周年記念例会及び祝賀会
 18：30〜19：00  記念例会
 19：00〜20：30  記念祝賀会
9月21日（水）  9月11日（日）の記念事業に例会変更、

例会なし
9月28日（水） 休会

2022年9月の予定

令和 4 年 8 月27日（水・曇り時々雨）

会員数（人） 出席者数（人） 欠席者数（人） 出席率（％）
（出席免除会員含む）

前々回補正（％）
（出席免除会員含む）

松江クラブ 64 46（リ ア ル 41
オンライン  5） 18 79.31  94.76

衛星クラブ 10 3（リ ア ル  2
オンライン  1）  7 30.00 100.00

メーキャップ： 大野（東京）、永通、渡辺（松江東）、木村、庄谷、福田（水郷祭翌朝清掃）
　　　　　　　桑原、仙田（水郷祭翌朝清掃）

第3362回例会記録

※

※
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佐藤、森岡（佐陀神能保存会 会長 石橋淳一様のスピー
チに）
小林（佐陀神能のお話を楽しみにしています。）
後藤、福田（佐太神社の石橋さんをお迎えして。）
伊原、津久井（出席100％賞）
櫻井、中川、山崎、津久井（誕生月）
渡辺（結婚月）
中川（入会月）

ベストメッセージ賞：該当者なし
司会　山尾義己会場監督
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ィーを開催して費用を捻出した。次の学部対抗で
は2勝出来た。

後輩も次第に増えて、私が信州を引上げる時に
は都合のついた10人余りが手伝いに来てくれて、
すぐに片付いたものであった。また記念にとバス
ケットボール（写真）をもらった。

60数年経った今でもバスケット部は続いてい
る。毎年寄付を言ってくるのでその都度送ってい
るが、創立当時の同級生メンバー5人のうち3人
が既に他界し、残る一人も歩行障害がある。バス
ケット部に籍を置いたメンバーには大学教授にな
った者や、潰れかけていた諏訪日赤を立て直した
院長もいた。米寿を迎える年齢となり、昔を懐か
しむ現在である。

 （消化器科医）

昭和31年4月に信州大学医学部に入学した。当
時の国立大学はほとんどが一期校で、二期校は信
州と医科歯科、弘前の3校しかなかった。一期校
を落ちた者が集まるので倍率は高く、定員40名
に1350名の受験生であった。

運良く合格して2年間で教養の単位を取り、専
門課程に進んだが、何かやりたいと思って学生総
会でバスケット部を創立したいと発言した。部員
は同級生の5人のみであった。中学、高校でバス
ケットの選手をしていたのは小生だけで、果たし
て続くのかと心配もあった。また医学部には体育
館がなく、お隣の教育学部の友人に頼んで合同練
習の名目で土曜日の午後だけ体育館を使わせても
らった。最初の予算はボール2個分であった。

信州大学は所謂タコの足大学で、教養部と医学
部、大学本部、それに教育学部分校が松本市にあ
り、教育学部本校と理工学部は長野市に、また繊
維学部は上田市にあった。

年に2回学部対抗のバスケットボール大会があ
り、早速学部対抗戦に参加したが、ほぼ全敗の成
績であった。ユニフォームもなく、番号を書いた
布を安全ピンでシャツに留めて参加した。練習は
毎週欠かさず行い、ユニフォームはダンスパーテ


